
別紙
Ⅰ　事業評価総括表（令和元年度） （単位：円）

（注） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表（令和元年度） 　　　　　　

交 付 金 事 業 の 概 要
・当該路線は、前回の改修より20年程度経過していることもあり、路面の損傷が進行していることから、道路利用者の
　安全・安心な通行を確保するため、舗装改修工事を実施するものです。
・延長L=248ｍ　幅員W=3.15～6.3ｍ（舗装打換え工A=1,500ｍ2）

交付金事業に関係する市町村の主要
政 策 ・ 施 策 と そ の 目 標

【主要政策・施策】
仙台市総合計画（仙台市基本計画）（平成23年度～平成32年度）
　第3章 分野別計画
　　第1 学びの都・共生の都の実現を目指す分野
　　　 2 健康で安全に安心して暮らすことができるまちづくり
　　　　(3) 安全・安心な暮らしづくり
　　　　 [1] 基礎的な生活基盤の整備・管理
　　　　　　　・市民利用施設、道路や橋等について、計画的なコスト縮減や効率的な運営に取り組み、日常生活の安心
　　　　　　　　の基礎となる生活基盤の適切な維持・保全を図ります。

◯仙台市道路事業方針（平成28年度～平成32年度）
　②すべての人が安全・安心に利用できるみちづくり
　　＜安全・安心な都市の実現＞災害リスクと老朽化への対応
　　・道路施設の老朽化に備えた効率的・計画的な維持管理

　　　道路施設全般について施設毎の長寿命化修繕計画を策定し、予防保全的な対策を行うことで、施設の長寿命化と
　　　維持管理コストの縮減・平準化を図る。

【目標】
　・舗装の長寿命化推進
　・安全・安心な道路通行を確保（仙台市舗装長寿命化修繕計画より）

1
公共用施設に係る整備，維持補修又は維持
運営等措置

市道明神夜盗沢線舗装改修事業

交 付 金 事 業 者 名 又 は 間 接 交 付 金 事 業 者 名 仙台市
交 付 金 事 業 実 施 場 所 仙台市青葉区芋沢字横手地内

4,994,000

番号 措　　置　　名

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称

交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市道明神夜盗沢線舗装改修事業 仙台市 18,095,000



交 付 金 事 業 の 担 当 課 室 仙台市建設局道路部道路計画課
交 付 金 事 業 の 評 価 課 室 仙台市建設局道路部道路計画課

無

道路工事 一般競争入札 株式会社渡邊舗装工業（仙台市） 18,095,000

交 付 金 事 業 の 契 約 の 概 要
契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

計 18,095,000

うち文部科学省分 0 0 0 0
うち経済産業省分 4,940,000 4,940,000 4,994,000 14,874,000

総 事 業 費 5,981,526 15,268,392 18,095,000 39,344,918
交 付 金 充 当 額 4,940,000 4,940,000 4,994,000 14,874,000

達成度 % 100.0 100.0 100.0
交 付 金 事 業 の 総 事 業 費 等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備考（平成29年度～令和元年度　計）

活動実績 m 85.0 200.0 248.0
活動見込 m 85.0 200.0 248.0

　平成27年度から令和元年度までの５年間で交付金事業対象区間L=713mの改修が完了しました。
　これにより、当該路線における舗装の長寿命化が図られるとともに道路利用者の安全・安心な通行環境を確保すること
ができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

舗装改修延長の進捗量（ｍ）

達成度 % 100
評価年度の設定理由

事業終了年度に評価を実施
交付金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績 % 100
目標値 % 100

事 業 期 間 の 設 定 理 由 完成までに5年間を要するため

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和元年度

舗装の長寿命化推進及び、安
全・安心で快適な通行環境の
確保

交付金事業対象区間の舗装改
修率　100％

事 業 開 始 年 度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和元年度


